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1. まえがき 

我々は本研究所究助成により 2015年、「高齢者施設にお

ける排便及び下剤投与管理アプリの開発とその実施・評価」、

2016年「老健施設における排便及び下剤投与管理アプリの

開発－データ入力の改良と見やすい表示法－」の研究を行

ってきた。これらの研究の目的は老人保健施設に入所する

高齢者の排便管理、特に入所高齢者に多くみられる便秘の

改善が入所者の QOLの維持に重要であり、そのために入所

者の排便・下剤投与の記録をとること、そしてその記録を

介護職員全員が共有できるアプリを開発することであった。

これらの開発の過程で① 排便・投薬記録の入力アプリの原

型の開発 ② この入力アプリの大麦摂取による便秘改善効

果調査への応用・評価 を行った 1,2）。これらの結果を受け

て平成 28年度は ①～③ の機能をもった新しい介護情報

入力システムを開発した。 

① 介護施設入所者の排便・投薬の他、食事量、摂取水分、

排尿量、血圧、体温の情報が入力可能 

② 過去に入力した介護情報の訂正が可能 

③ タブレット PCを利用し、タッチ操作のみで操作可能 

 

２．本論 

平成 28年度に開発した入力アプリは前年度のプログラ

ムをベースに大幅に拡張したものである。 

 

ス）Microsoft Office Access により作成 （２）介護情 

入力アプリのシステムはデータベースと入力システムに

分けられ、CSVファイルにより相互にデータ転送する構成

としている。データベースは MS-Access、入力システムは

Processing言語とタッチ操作用の SMTライブラリを用いて

独自開発し、Windows10上で動作する。入力システムは

Processingの統合開発環境でソースコードを作成し、イン

タプリ実行で動作確認後、JavaVM上で動作する Java実行

プログラムにコンパイル変換している。システムの構成を

図１に示す。 

   図１ システムの構成 

入力システムは、タッチ操作のみでデータ入力できるよ

うに、全てアイコンあるいはボタンの選択処理によるイン

ターフェースとしている。排便、投薬、食事量、摂取水分、

排尿量、血圧、体温の７項目の情報を入力でき、データ入

力後の変更もできるように拡張した。 

プログラム開発にあたっては、データフロー図を作成し 
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７つの項目の入力処理、変更処理の流れを分析して開発 

した。起動から入力処理、CSVファイル登録までの主な流 

れを図２に、タッチ操作の入力画面例を図３に示す。 

変更処理は、登録した CSVファイルの内容を変更するた

めの処理で、変更メニューから変更登録までの主なデータ

フロー図を図４に、変更メニューの画面例を図５に示す。 

図２ 起動から入力処理に関する主なデータフロー図 

     図３ タッチ操作の入力画面例 

図４ 変更メニューから変更登録までの主なデータフロー 

図５ 変更メニューの画面例 

今後の課題としては、次の３点があげられる。 

・CSVファイルのワイヤレス転送 

  データベースと入力システムを複数のコンピュータ

に分けて運用する場合、無線 LAN等によるワイヤレ

スデータ転送の仕組みが必要である。 

・入力システムの Webアプリへの移植 

  Webアプリへ移植できれば、Windows10以外の OS上

で動作するタブレットやスマートフォンの Webブラ

ウザで使用可能である。 

・介護施設での運用テスト 

  システムの操作性確認、プログラムのデバッグのた

め、実際の介護施設での運用テストが必要である。 

 

３ 結語  

 平成 28年度に開発した入力アプリは排便・投薬の他に食

事量、摂取水分、排尿量、血圧、体温の情報を追加し、健

康管理データの記録と集計が可能なシステムとなった。本

システムはタッチ操作のみで入力や変更ができパソコン操

作に不慣れな職員でも使い易いシステムとなっている。 

今後、本研究で作成した健康管理データの収集及び表示

汎用アプリを美作地域の高齢者施設での健康管理に役立つ

アプリとして利用を推進していきたい。 
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